
令
和
5
年
3
月
7
日
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

３
点
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。
そ
の

１
つ
、
「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
事
業
」
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
12
月
の
川
崎
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
支
援
条
例
の
制
定
を
求
め
一
般

質
問
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
条
例
制
定
の

考
え
方
を
質
す
と
、
本
市
の
答
弁
で
は
「
よ
り
被

害
者
の
方
々
に
寄
り
添
う
事
が
で
き
る
支
援
方
法

等
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

。
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

令
和
3
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
「
川
崎
市
犯

罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」
が
賛
成
多
数
で
可
決
、

成
立
し
ま
し
た
。
議
会
に
お
い
て
数
多
く
の
議
論

を
踏
ま
え
、
3
年
余
の
時
を
得
て
よ
う
や
く
条
例

制
定
に
至
り
ま
し
た
。
令
和
4
年
4
月
よ
り
施
行

し
て
い
ま
す
。
施
行
後
、
約
1
年
の
時
を
経
て
、

制
度
を
検
証
す
る
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

本
市
の
課
題
と
し
て
、
「
新
た
な
犯
罪
被
害
者

等
支
援
施
策
」
に
つ
い
て
「
基
礎
自
治
体
と
し
て

犯
罪
被
害
者
等
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
既
に
支
援
を
実
施
し
て
い
る
県
と

の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
た
上
で
の
支
援
制
度
の
構

築
は
喫
緊
の
課
題
」
と
し
て
い
ま
し
た
。

県
の
支
援
条
例
に
基
づ
き
、
発
生
後
か
ら
初

動
期
支
援
と
し
て
県
が
主
体
と
な
っ
て
支
援
を

し
ま
す
。
そ
の
後
、
県
と
市
の
連
携
に
よ
り
、

求
め
に
応
じ
て
、
市
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
窓

口
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
相
談
支
援

や
日
常
生
活
支
援
に
繋
げ
ま
す
。
条
例
施
行
後
、

県
や
神
奈
川
県
警
察
と
の
連
携
は
一
層
重
要
と

な
り
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
5
月
か
ら
川
崎
市
役
所
内
の
「
犯
罪

被
害
者
等
支
援
相
談
窓
口
」
に
て
対
応
し
て
い

ま
し
た
。
令
和
2
年
度
の
相
談
件
数
は
25
件
、

令
和
3
年
度
で
は
47
件
の
実
績
で
し
た
。
本
市

の
条
例
施
行
以
降
、
新
た
に
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

支
援
窓
口
」
と
し
て
機
能
強
化
し
ま
し
た
。

相
談
実
績
は
令
和
4
年
4
月
か
ら
令
和
5
年

1
月
末
時
点
で
、
延
べ
138
件
と
な
り
ま
し
た
。

内
訳
は
交
通
事
故
に
関
す
る
も
の
で
29
件
、
性

暴
力
が
26
件
、
傷
害
・
暴
行
が
24
件
等
で
し
た
。

相
談
件
数
は

前
年
度
比
で
約
３
倍
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。

裏
面
へ
続
く
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疑
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討 議 資 料 ish id ayasu h ir o .c o m 令 和 ５年 ４月

犯 罪 被 害 者 に 寄 り 添 い を ！
〜 条 例 施 行 1年 を 検 証 〜

本
市
条
例
の
特
長
は
、
支
援
対
象
者
に
あ
り

ま
す
。
県
の
支
援
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
粗

暴
犯
（
傷
害
、
暴
行
犯
）
、
知
能
犯
（
詐
欺
）

等
を
含
め
て
お
り
、
法
律
相
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和

５
年
1
月
末
ま
で
の
時
点
で
の
支
援
に
お
け
る

実
績
は
、
経
済
的
支
援
と
し
て
見
舞
金
５
件
、

日
常
生
活
支
援
と
し
て
配
食
３
件
、
家
事
等
1

件
、
住
居
支
援
と
し
て
緊
急
避
難
２
件
で
、
計

11
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
予
算
で

は
、
事
業
費
１
千
２
４
８
万
３
千
円
を
計
上
し

て
お
り
、
支
援
に
か
か
る
経
費
と
し
て
負
担
金

補
助
、
交
付
金
、
報
償
費
等
を
計
上
し
て
い
ま

す
。神

奈
川
県
に
お
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
、

平
成
21
年
４
月
１
日
「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
」
を
施
行
し
て
い
ま
す
。
県
の
支
援
対
象
は

原
則
、
凶
悪
犯
（
殺
人
・
重
傷
傷
害
（
全
治
１
ヶ

月
以
上
）
、
風
俗
犯
（
性
犯
罪
）
、
重
大
な
交

通
事
故
（
危
険
運
転
致
死
傷
罪
、
死
亡
、
全
治

３
ヶ
月
以
上
の
重
傷
事
件
）
等
、
心
身
に
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
や
、
そ
の
家
族
等
で
す
。

神
奈
川
県
の
支
援
内
容
は
、
10
回
ま
で
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
、
３
日
以
内
の
ホ
テ
ル
宿
泊
、

原
則
3
ヶ
月
以
内
の
県
営
住
宅
一
時
利
用
、
不

足
の
経
費
用

と
し
て
生
活

資
金
貸
し
付

け
と
な
っ
て

い
ま
す
。

条
例
制
定

後
の
相
談
件

数
の
増
加
は
、

被
害
者
等
の

精
神
的
な
負

担
の
軽
減
に

向
け
て
相
談

を
す
る
機
会
を
増
や
す
と
い
う
意
味
で
、
一
定

の
効
果
が
あ
が
っ
て
い
る
事
が
質
疑
し
て
分
か

り
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
に
お
け
る
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
窓
口
」
の
体
制
強
化
を
図
る
べ
き

だ
と
提
案
し
ま
し
た
。
住
居
支
援
と
経
済
的
支

援
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
支
援
の
実
績
は
あ
り

ま
し
た
。

条
例
制
定
の
効
果
も
表
れ
て
い
る
と
理
解
し

ま
す
。
議
会
質
疑
の
中
で
、
令
和
５
年
度
に
お

い
て
も
、
本
市
と
神
奈
川
県
警
察
被
害
者
支
援

室
と
の
着
実
な
連
携
を
求
め
ま
し
た
。
条
例
施

行
後
の
こ
れ
ま
で
の
1
年
の
実
績
を
踏
ま
え
た

上
で
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
市
民
に
寄

り
添
う
よ
う
、
継
続
し
た
取
組
み
を
要
望
し
ま

し
た
。

川
崎
市
立
図
書
館
に
お
け

る
、
読
書
の
選
択
肢
は
拡
が

り
ま
す
。
「
読
書
の
ま
ち
」

を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
外

に
向
け
て
標
榜
し
て
い
る
自

治
体
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

検
索
エ
ン
ジ
ン
で
「
読
書
の
ま
ち
」
と
サ
ー
チ

す
る
と
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
り
本
市
の
名
前

は
上
位
に
表
示
さ
れ
ま
す
。
平
成
12
年
に
「
読

書
の
ま
ち
・
か
わ
さ
き
」
事
業
を
始
め
、
家
庭
・

地
域
・
学
校
・
行
政
に
よ
る
連
携
し
た
取
組
み

も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
筆
者
も
読
書
を
趣
味

と
し
、
人
生
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
電
子
書
籍
を

ア
プ
リ
で
購
入
す
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
本
棚
に
は
、
電
子
書
籍
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
本
の
置
き
場
を
必
要
と
せ
ず
、
時
と
場

所
を
選
ば
ず
読
書
を
楽
し
む
事
が
で
き
ま
す
。

本
市
で
は
、
ネ
ッ
ト
で
も
購
読
で
き
る
電
子
書

籍
等
を
貸
し
出
す
「
か
わ
さ
き
電
子
図
書
館
」

の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。
図
書
館
に
訪
れ
、

本
来
の
読
書
の
良
さ
を
楽
し
む
も
良
し
、
電
子

書
籍
を
楽
し
む
も
良
し
、
読
書
の
選
択
肢
が
増

え
る
事
に
な
り
ま
す
。

令
和
５
年
３
月
21
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。
図
書
館
に

行
か
な
く
て
も
、
手
元
の
端
末
で
電
子
書
籍
を

予
約
、
貸
出
、
返
却
可
能
隣
ま
す
。
利
用
可
能

な
条
件
は
、
本
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
者
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
利
用
可
能
な
図
書
数
は

５
千
点
（
一
般
図
書
４
千
点
・
児
童
1
千
点
程

度
）
で
す
。
貸
出
期
間
は
２
週
間
ま
で
で
、
上

限
を
３
点
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

利
用
料
金
は
公
立
図
書
館
な
の
で
、
勿
論
、

無
償
で
す
。
貸
出
ま
で
の
手
続
き
は
、
川
崎
市

立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
に
ア
ク
セ
ス
し
、

「
か
わ
さ
き
電
子
図
書
館
」
の
バ
ー
ナ
ー
を
押

す
か
、
表
面
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
ま
す
。

本
来
の
公
立
図
書
館
の
役
割
は
、
図
書
に
よ

る
「
つ
な
が
り
」
と
「
学
び
」
を
得
る
空
間
と

し
て
の
場
を
提
供
す
る
役
割
を
担
う
事
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
書
籍
を
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
た
り
借
り
た
り

出
来
る
時
代
と
な
り
ま
し
ま
し
た
。

本
市
の
図
書
館
に
も
、
よ
う
や
く
そ
の
電
子

書
籍
の
レ
ン
タ
ル
事
業
を
導
入
す
る
時
を
迎
え

ま
し
た
。
I
O
T
の
活
用
が
進
む
時
代
を
迎
え
、

今
後
に
お
い
て
電
子
図
書
館
を
拡
大
し
利
便
性

を
高
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
へ
向
か
う
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。
今
後
の
議
論
の
中
で
、
他

都
市
の
先
行
事
例
も
踏
ま
え
て
、
継
続
し
た
議

論
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

か
わ
さ
き
電
子
図
書
館

い
ざ
オ
ー
プ
ン
！
～
読
書
の
ま
ち
～

令和5年3月7日 予算審査特別委

員会で質問する石田やすひろ議員




